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副腎皮質ホルモンdehydroepiandrosterone-sulfate(DHEA-S)の抗潰瘍作
用に関する基礎的検討  
cortisolとの拮抗作用
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（DHEA-S)の抗潰携作用に関する基礎的検討：

cortisOIとの結抗作用
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は じ め に

Dehydroepiandrosterone-sulfate(ＤＨＥＡ－Ｓ)は，生

体内で最も多量に産生される副腎皮質ステロイドホル

モンであるが(図１），その生理作用はほとんど解明さ

れていない．しかし，近年になって非常に興味深い作

用が報告されるようになってきた．例えば，ＤＨＥＡ－Ｓ

の血中レベルは加齢とともに低下することが知られて

いたが'),加齢マウスにおける記憶力がＤＨＥＡ－Ｓの投

与によって改善されることが報告された2)．また,副腎
Ｌ

皮質ホルモンによって生じる免疫機能の低下が

ＤＨＥＡ－Ｓによって予防されることが明らかになり3)，

ＤＨＥＡ－Ｓがcortisolの桔抗ホルモン的機能を果たす

可能性が示されている．このようなＤＨＥＡ－Ｓとcor‐

tisolの相反作用は，免疫系に及ぼす影響の他に，脂質

代謝4)や糖代謝5)でも報告されている．

そこで本研究では，最近われわれが行っている消化

性潰傷の病態生理に関する免疫神経内分泌学的研究6）

の一環として，ストレス漬癌患者におけるＤＨＥＡ－Ｓ

の分泌動態，および実験潰傷モデルにおけるＤＨＥＡ－

Ｓの作用を検討した．
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【略語】

ＣＲＦ:corticotropin-releasingfactoｒ
ＤＨＥＡ－Ｓ:dehydroepiandrosterone-sulfaｔｅ

図１ストレスと視床下部一下垂体-副腎皮質系
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対象と方法

1．基礎的研究

実験動物には体重約2009のＳＤ系雄性ラットを用

』

*Ａ,Uehara，ＥＳｈａｋｕ，Ｋ,Ｋｕｂｏ，Ｔ・Kubota，Ｔ､Ｎｏｚｕ，Mo

Moriya，Ｙ・Watanabe,EShoji，Ｓ､Ｂ･Santos,Ｋ,Harada：

旭川医科大学第三内科

いた．実験漬傷モデルとしては，プレドニゾロン潰傷

および水浸拘束ストレス潰傷を使った．プレドニゾロ

ンとＤＨＥＡ－Ｓは生食に溶解して皮下へ投与した．潰

傷指数(すべての胃粘膜病変の長さの総和：ｍ、)に加

えて，胸腺重量(ｍg)を計測した．

２．臨床的研究．

検討対象は旭川医大附属病院第三内科外来を受診し

たストレス潰傷患者30例(男性25例，女性５例)で，年
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